
インストール Apple (iPhone) GooglePlay (Android)

目的 本アプリは介護技能評価試験・介護日本語評価試験に合格するための本番直前の

試験対策・確認を目的とする。厚生労働省が公表する公式テキストに対応。

特徴 1.　経験豊富な介護の専門家による本番を意識した実践的な練習問題・模擬試験練習。

2.　わかりやすいイラスト・Gif（動く画像）、日本語音声、丁寧な解説付き。

3.　バッジ獲得システムの導入で効果的・効率的な学習と記憶の定着化。

主な機能 1.　フラッシュカード：知識の確認・復習、イラスト・Gif・日本語音声、解説付き。

2.　練習問題：介護技術・介護日本語の知識を確認する問題や本番形式の4択問題など。

公式テキストの項目に合わせた豊富なコンテンツ。練習問題は毎回シャッフル。

3.　バッジ：練習問題の全問正解でバッジの獲得。

対応言語  英語、ベトナム語（他随時追加予定）

バッジ獲得システム

エビングハウスの忘却曲線の原則に基づくバッジ獲得のシステムを導入。

練習問題に全問正解し、定期的に繰り返し復習し問題を解くことで、

初回・・・種 2回目：30分後・・・双葉

3回目：1日後・・・つぼみ 4回目：1週間後・・・桜

4種のバッジを獲得し、より効果的かつ効率的に学習・記憶の定着化を促進。

2回目以降の獲得

可能なバッジは、

適切なタイミングで

自動的に通知される。

隙間時間にサクサク

繰り返し練習する

ことで、忘れた・

忘れかけている記憶

を定着させる。

介護・特定技能アプリ資料
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1. ログイン

①アカウントを使う ②新規登録

2. コース選択

国旗をタップし、コースの言語を選択。

勉強するコースは設定画面から変更可能。
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3. ダッシュボード

メニューへ移動

バッジ獲得についてのお知らせ

今日学習した時間

各バッジの獲得進捗

勉強スタート

他のアプリの紹介

4. メニュー

①プロフィール

表示名を変更

団体名

クラス/グループ

①

②

⑤④

③

⑥ ⑦

⑧ ⑨
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②コース

勉強したいコースの選択

Nursing(en)：介護技術

Nursing Knowledge：知識

Nursing Mock Test Practice：模擬試験練習

Japanese(en)：介護日本語

Nursing Words：語彙

Nursing Sentences：会話・声掛け

Nursing Mock Test Practice：模擬試験練習

③同期

ネットに繋ぎ同期し、学習状況を管理画面に反映。

④お店

・1ヵ月または3ヶ月の学習パッケージの課金

・購入履歴の確認

⑤ユーザー案内 ⑥私達について

本アプリの使用・

学習方法に関する

説明。

コンテンツ作成者・

開発者の情報。
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⑦設定

ポップアップ表示の設定

アプリ操作の言語設定

⑧アプリのバージョン

⑨ログアウト

※招待コード

①プロフィールに招待コードを入力

主に法人向けで、管理画面でアプリの学習を管理

する場合に使用。

招待コードの活用で指導者側の手間を削減。

学習者は指導者側から6桁の招待コードを入手し、

アプリに入力。

使用手順

1.指導者側から招待コードを入手し、入力。

2.同姓の学習者がいる場合等、メッセージが

あれば必要事項を入力（誕生日、会社情報等）。

3.送信をタップ。

（指導者側の追加手順は別のマニュアルを参照）
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5. コース＞選択したコース（介護技術の知識、介護日本語の語彙・会話・声掛け）

フラッシュカード

選択したコース

フラッシュカード

ユニット一覧 の一覧

各ユニットまたは

全てのユニットを

一括ダウンロード。 知識の練習問題

ユニットをタップ、

学習開始。

①フラッシュカード

覚えた・まだ覚えていないを 　　音声ボタンをタップし、日本語 フラッシュカードをタップし

タップし、記憶していない 　　の音声を再生。繰り返し聞いて 表裏を切り替え。裏面は丁寧

知識を効率的に勉強。 　　日本語の発音を習得。 な日本語・現地語の解説有。

介護技術の知識 介護日本語の語彙（表） 介護日本語の語彙（裏）

① ②

③
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②フラッシュカード一覧

下にスクロールし、

フラッシュカード

の一覧を確認。

各項目のタップで、

フラッシュカード

を1枚ずつ表示。

音声の再生は音声

ボタンをタップ。

③練習問題

介護技術は現地語で現地語の 　　介護日本語は日本語の問題に 練習問題は本番の試験に合わ

問題に回答する形式。 　　現地語で回答する形式。 せた形式を採用。

介護技術の知識 介護日本語の語彙 介護日本語の会話・声掛け

介護技術の知識 介護日本語会話・声掛け
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6. コース＞選択したコース（介護技術の模擬試験練習、介護日本語の模擬試験練習）

コース：Nursing 本番の問題形式に

Mock Test Practice 合わせた

・4択問題

介護技術の ・現地語の質問に

模擬試験練習 現地語で回答

コース：Japanese 　　①意味：日本語の質問に日本語 ②状況：現場の状況を想定し

Nursing Mock Test Practice 　　で回答。日本語の意味の理解度を 日本語で内容を読み、適切な

介護日本語の模擬試験練習 　　チェック。 回答を日本語で選択。

試験対策向け：意味・状況・読解

現場対策向け：ケーススタディ

①

②

③

④

⑤
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③読解 　　④ケーススタディ1 ⑤ケーススタディ2

利用者の状況を日本語で読み、　　現場での利用者と介護職の会話 現場での事例を元に作成され

適切な回答を日本語で選択 　　を読み、適切な回答を選択。 た問題。日本語で状況を読み

する問題。 　　全て日本語表記。難易度UP。 日本語で適切な回答を選択。

　お問い合わせ先

　一般社団法人アジアヒューマンサポートセンター

　　責任者: 門廣　繁幸

　　Email:  support@humanplace.jp 

　　Tel: 03-5926-3188　

　Japan ICT Learning

　　責任者: 高階（たかはし）まりこ

　　Email: takahashi@japanictlearning.com
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